平成２８年度　第３回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２８年７月２０日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南ブロック合同会議終了後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後３時４２分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　用瀬町保健センター　栄養指導室
〔出席委員〕

竹田　賢一、小谷　加代子、竹内　和義、楮原　典子、倉信　敬、坂本　悦子、
渡邉　初子、奥谷　仁美、安養寺　幸男　以上１０名

〔欠席委員〕

河毛　寛、安木　均
〔説明員〕

いなば西郷むらづくり協議会　文化部長　北村、事務局長　坂本

〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、前田地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　報告事項
（１）西郷地区の取り組みについて【資料1】
（２）総合支所の耐震化について【資料2】

４　その他
（1） 第４回河原町地域振興会議（可燃物処理施設の視察）について【資料3】
（2） その他
５　閉　　会

議事概要
開　会　事務局

第３回河原地域振興会議を開会します。　　　　　　　
会長あいさつ
今日は、特に西郷地区の「工芸の郷」構想を聞かせていただくという事で、ありがとうございます。５地区あって、それぞれが部落の活性化に取り組んでおられると思いますけど、参考にさせていただいて、また、それぞれの地域で取り組みをお願いしたいと思います。
（以下省略）

会　長

報告事項（１）西郷地区の取り組みについて説明をお願いします。
以下、【資料1】に基づいて説明。
いなば西郷むらづくり協議会文化部長　北村
私は、いなば西郷むらづくり協議会の文化部長という立場で、今回、ご説明いたしますが、事務局長をしてくださっています西郷地区公民館の館長の坂本事務局長の方からも、私の足らないところを補足していただこうと思っています。

【資料１】のいなば西郷、工芸の郷構想概要版を簡単に読み上げながら簡単にご説明させていただきます。
・西郷地区の現状について
・経緯について

・郷づくりの目的について

・推進体制について

・工程について

・拠点施設のイメージについて

坂本事務局長

焼き物のことは、３件、昔から注目を集めているのは、皆さんご存知だと思いますが、そこに、更に数件の作家を招いて、住んでもらって、そうなると、また、物づくり、工芸の風が西郷地区に吹いて、面白い景色が出来るではないかというのが、今、私たちが考えているところです。これは、２０１５年３月に県の主催で、西郷小学校を舞台に人間国宝３名の竹細工と漆工芸と前田昭博さんの作家の大イベントがあり、大きく成功したのが、ひとつの大きなきっかけになりました。このような田舎に人が来るのか、集まるのかという事を不安に思っておりましたが、多くの申し込みがあり、体験ツアーが実現しました。非常に手応えを感じているところです。さらに、僅か数人の作家の意義を売るだけでも、更に西郷の魅力が増すのではないかと思っております。他にも、伝説集を作ったり、村の魅力を発掘するイベントもしてきましたけれど、また、新たな段階で、西郷をより魅力アップさせていきたいと私たちは考えているところです。

支所長

今日この場で工芸の郷を説明していただきましたが、これまで、村づくり協議会のなかでもいろいろな話があり、まだ、皆様に説明を聞いていただける段階になっていなかったところですが、去年からずっと、工芸の郷の話しはされてきたのですが、今、やっと、鳥取市の支援をお願いする段階になってきました。鳥取市の支援をお願いするという事になると、地元の議員さんにもお話を聞いていただき、支援をお願いするということが必要でないかという事でお話を聞いていただきました。そこで、市議から地域振興会議にもきっちりお話を聞いていただいて、支援のお願いをしたらどうだろうかというようなお話があり、地域振興会議の所掌事務の中にも、地域、地区の振興とか、そういう事を審議するというようなこともありますので、今日、こうやって来ていただいたということでございます。
会　長
法人化されるという事は、もう、法務局には。
文化部長　北村
いや、まだ、定款を作成中でございます。
会　長
むらづくり協議会は、それぞれありますが、おそらく株式会社だろうと思いますが。
文化部長　北村
一般社団法人というのを今、考えております。

会　長
なぜ、法人化しないと推進出来ないわけですか。
文化部長　北村
むらづくり協議会というのは、お金を動かすのが、非常に難しく、例えば、空き家は、概ね、ぼろぼろですので、お金かけて修理しないと人に貸せません。そのためのお金をどうするかというと、補助金を引っ張ってくるだけでは、足りませんので、何らかの方法で捻出しなければなりません。自腹を切るとか、或いは、今はやりのクラウドファンディング、そういったことをやるためには、むらづくり協議会では、もちろん出来ません。むらづくり協議会では出来ないことがたくさんあります。それが出来るのは、やはりフリーハンドを持った法人格という事です。ＮＰＯ、一般社団法人、株式会社、大きく分けると、その３つの中から選択をしまして、ＮＰＯの煩雑な難しい手続き上の問題、これを忌避して、株式会社のあまりにも、見え透いた、儲けに走りすぎたというのは、むらづくり協議会には馴染まないというような事があって、一般社団法人がよかろうという結論に至っております。
会　長
今日のメンバーの中には、散岐・国英・八上・河原それぞれの代表がおられるわけです。どことも５地区が法人化していくかというと、なかなかそれも面倒で実質、踏み込んでやろうとすれば、どうしても資金の面が必要になってきます。そうすると、法人化という事が始まってくるわけです。西郷が初めてで、他の地区も踏み込んでやろうとすることになってくるわけです。
文化部長　北村

先進地、近くでは佐治、鹿野がそうです。そういったところも、まちづくり協議会だけでは、出来ないという事でやっておられます。
会　長

組織のメンバーは、各区長とか、或いは、有志とか、どういうようにされるのですか。
文化部長　北村

原則、有志です。
会　長

そうすると、不平の出てくる村もありませんか。
文化部長　北村

それは、ちょっと分かりません。

会　長
むらづくり協議会というのは、ひとつの西郷地区全般を盛り上げていこうとする元々の組織です。ところが法人化することによって、個人が参加するということになると、その個人個人の問題が出てきます。簡単にいうと、儲かった時には、そのお金をどうするのか、やはり返還しなければならないと思います。
文化部長　北村
儲かっても、返還出来ません。
会　長
でも、何とかしないといけないわけですから。
出資した人には、返さないといけないわけですから。

文化部長　北村

それも、出来ません。出資した方に、出資金をお返しするという事は、原則出来ません。
委員１
株式でしたら、しなくてはいけないけど、社団ですから。
文化部長　北村

儲けを還元するという事は、あり得ないです。働いてくださった方に報酬を払うということは出来ます。それ以外のことは、殆ど出来ません。
会　長
それ以外の方に、何か不満が出てこないかという事を僕は心配するわけです。
文化部長　北村

あるかも知れません。
事務局長　坂本

ただ、西郷には、協議会の下に、２つの法人ではないですけど、お金の絡んだ組織を編成して、空き家に色んな人々に入ってもらう、斡旋をする「やどかり部」という部を作ったり、「農林部」の下に農地水守りたいという補助金をいただいて上手に運営していく、そういうものを作っております。
会　長

課題が出てくれば、また、話し合ってすればいいので、まずは、それでいくという事が大切です。
その他、何か皆さんの方で。

支所長
是非とも、振興会議でもご支援をという話です。

会　長

支援はしますが、何を、具体的には。

支所長

気持でもいいです。

委員１
まずは、ご理解を、知らなかったではなく、広くは、河原地域の発展という所で。
会　長

何か、援助的なものをお願いしたいという事があれば、当然、西郷地区でも、出入りは自由にされるでしょうから。
支所長

会長が市長と会われた時に、西郷は良いことをしているから、応援してほしいというようなことを。
会　長

それは、当然します。

地域振興課長
モデル的な取り組みなので、５地区あるうちの西郷の取り組みというのは、継続して、毎年積み重ねて、進化をしておられると思うので、他の地区もやり方は地域によって違うと思いますが、西郷の取り組みを参考にしたり、応援し合っていただけば、河原町全体の発展に繋がっていくのかなと思っておりますので、よろしくお願いします。
文化部長　北村
河原町だけでなくて、鳥取市の。

地域振興課長
とりあえずは、鳥取市の西郷、河原、南部というようなことで、佐治も言われたけど、佐治は、佐治２１という第３セクターの会社があります。それがあるから、そことまちづくりとが、コラボレーションして、まちづくりを進めております。そういうのが河原にはないので、西郷でされるという事です。
委員２
この工芸の郷構想というのは、河原町全体のひとつの構想として、すごくいいなと思います。まちづくりの事業をしていく中で、それだけでは、河原地区は、何も出来ていないというのが現実です。して行く中で、まちづくり協議会だけで今、出来るような状況で、地域の住民と一緒になって、この事業をしましょうというので、でも、この工芸の郷構想は、やはりお金もかかって来るし、色々なところから補助金も出るから、そういうことを考えれば、法人の設立を避けられないと思います。今回、これを河原町全体として、盛り上げていけるようになればいいです。その中に振興会議も、私たちでこんなことがしたいのだけど、こんなことを地域で、やっぱり河原町全体でもっと応援できないかということがあれば、提案していただければ、また、そのことをみんなで考えて、応援できる体制ができるので、いつもまちづくり協議会の地域おこしというのは、西郷がすごく良い取り組みをされていると思っています。こんな取り組みがそれぞれの地域で出来れば、本当は良いと思いますが、まだ、そこの所が住民意識の形成も出来ていないのが現実かなと思いますので、これを参考にしながら、それぞれの４地区も頑張って、自分たちの地域をしっかりと活性化出来るようになればいいかなと、まず、その牽引役になっていただけばありがたいと思います。以前に、九州に行った時に、工芸作家さんとか多くおられるところに、行ったのですけど、そこには、いつでも、小さなお店が必ずたくさんあって、お土産みたいな形で売られていたので、そういうのがあれば、工芸作家さんのイベントの時だけではなくて、いつでも来れるところが、そういうのも追々に造られたものをそこで販売出来るような所を作っていただけたらと思います。
文化部長

ありがとうございます。そういうのも、プログラムの中には入っております。

会　長
今日は、西郷地区だけをやっていただいたのですけども、５地区おられるので、課題があれば、こういうところに出していただいて、会長会で、市長にお会いしますので、出来る出きないは別として、努力して行きたいと思います。是非、他の地区も、こういう事をお願いしたいということがあれば、出していただけたらありがたいと思います。
文化部長　
是非、よろしくお願いします。
委員５
私は、いろいろな芸術家を見るのがすごく好きですが、人々の生活に、文化とか、芸術とか、生きづいていて、それで地域が潤っていくというか、人間性の豊かさは、勉強だけでなくて、地域から根付いて、獅子舞とか、手踊りとか、そういうところから繋がって、子どもたちが、この地域は好きだとか、外から来ても、住みやすいとか、そういうことが感じられる地域を作ってもらえると、すごくうれしいなあと思います。河原町は、西郷が核となって、そういう面白い仕掛けづくりをしていったら、例えば、その周りにある他の地区も、色んな良い所、八上姫の神社もあります、霊石山もありますし、そういったところで、スポット的に繋がって行けるようなまちづくり、西郷がやっているから、国英もがんばらなきゃあというのではなくても、核をつくってもらって、そこから発生して、河原町全体が鮎の町とか、あゆ祭りとか、そういったところで、ひとつの軸を通して、まちづくりが出来ていくようなことになればいいと思うので、是非、芸術家を招いて入れるとか、本当に面白いと思いますので、土地はありますし、食べ物を作って生産して、そこで住めるという、そういう感覚がたぶん今、都会の人たちも、結構、外から来られる人たちもおられるので、そういう事を魅力でアピールして行くのはいいと思います。
会　長

是非、参考にしてください。

文化部長　北村

是非、応援よろしくお願いいたします。

会　長
次に、総合支所の耐震化について、説明をお願いします。

地域振興課長
総合支所の耐震化について【資料２】説明　　　
会　長

１階の玄関通って右、スロープ、裏口ここまで屋根を付けていただいたらどうかと思います。
地域振興課長
屋根はつく予定だと思います。その辺の詳細設計まではまだです。
会　長
その横のスロープは付きますか。
地域振興課長
スロープは分かりませんので、意見として伺っておきます。
会　長
スロープまで屋根を付けると、雨が降っても、玄関にすぐ行くことが出来ますし、後で付けることはなかなかしてくれませんので。
地域振興課長
その通りです。予算等の事もありますが、これから詳細設計を発注する段階ですので、ご意見として伺っておきます。
委員４
７メートル前に出されるのは良いですけど、段はやはりあるのですか。河原町総合支所第２庁舎はだいたい前から高いとこにありますが、もう少し低くしていくというようなことにはならないのですか、スロープが付くようにはなっているのですけども。
地域振興課長
全体に底を採って下げるというのは難しいそうです。
委員４
出来るだけ低い格好から緩やかに上げていくというようなことでお願いしたいと思います。それと総合福祉センターが何か引っ込んでしまって、不便な感じを受けるのですけども、両方で話し合いして一体的に活用出来ないか、そんな格好に、広くして自由に行き来できるような格好にすると、お互いに便利ではないかなと思います。
地域振興課長
今も事務所が２階から通っていますけども、今度は１階で動けるようにしたいなという思いはあります。旧中央公民館、今でいうとコミュニティセンターの耐震改修がまだ協議、議論が遅れておりまして、この辺と併せて一体的に出来る部分はしたいなと思っております。
会　長

　２階のトイレはたくさんあるのに、下のトイレが少ないように思いますが。

地域振興課長
これはまだ詳細になっていない部分なので、今のご意見を承わります。

委員４
先程、耐震改修されるだったら、快適な良いのに変えていただかないといけないと思います。

委員１
意見が重複するかもしれませんが、１階部分の中央公民館、コミュニティセンターのすぐの右側にある線は、下に降りて行く階段ですか。
支所長
これは今の階段のところです。
委員１
通路とか地域振興課の黒い線、太い線は今の建物の壁という事ですね。
支所長・地域振興課長
そうです。
委員１
そこの所は変えられないのですか。
支所長
こうやって残しているという事は、耐力壁で構造上必要な壁だと思います。
委員１
３メートルあるか無いかですが、あそこは多分、社会福祉協議会か支所の土地だと思います。少しでも１階のフロアーを広くしたいとすれば、社会福祉協議会との設置になってしまうんですけど、そこが渡り廊下の下の部分も広げられないのかなというふうに思ったのですが。
支所長
総合福祉センター側に。公民館の方側にですね。

委員１
社会福祉協議会の窓側というか、湯のみ室側になると思いますが、あそこがすごい草ボウボウだし、有効活用出来ないものかと思ってです。
地域振興課長
壁を取ったらいけないということなら無理ですけども。まあ少しぐらいはとなれば可能性はあるかもしれません。構造上の問題なので、そこらへんで許せば検討したいと思います。
会　長

また気が付きましたら。
地域振興課長
現在発注前ですので、また、詳細は進みながらみなさんにご提示させていただいてご意見をいただきたいと思います
会　長

報告事項は、終了させていただきます。

４　その他
（１）第４回河原地域振興会議（可燃物処理施設の視察）について【資料3】
会　長

　これで、第３回河原地域振興会議を閉会します。
－10－

